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資料５



太陽光発電設備を廃棄する際の法令等の規定について

▪ 太陽光発電設備の解体・撤去に伴って、廃棄物として排出された使用済み太陽電池モ
ジュールは、廃棄物処理法の規定を遵守して処理されることが必要である。

▪ 使用済み太陽電池モジュールを廃棄する場合には、資源循環の観点からリユース、リサイ
クルを推進することが望ましいが、それらが難しい場合は埋立処分することも想定される。

▪ 排出された使用済み太陽電池モジュールは、一般的には、産業廃棄物の品目である「金
属くず」、「ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず」、「廃プラスチック類」の混合物として
取り扱われることが多い。

▪ 排出事業者が産業廃棄物の処理の委託する場合には、都道府県等からそれらの品目の
許可を取得した収集運搬業者や埋立処分業者に委託しなければならず、産業廃棄物の
保管、収集運搬、処分に係る処理基準を遵守することが必要がある。（※排出事業者自らが処
理を行う場合にも同様に遵守が必要。）

▪ 太陽電池モジュールは電気機械器具に該当するため、埋立処分をする場合には、浸出液
の処理設備を備えた管理型最終処分場への埋立が必要となる
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（参照）「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン（第二版）」
https://www.env.go.jp/press/files/jp/110514.pdf



太陽光発電設備を廃棄する際の法令等の規定について

▪ 排出事業者は、産業廃棄物管理票（マニフェスト）の記載事項に品目にチェックした上

で、名称や備考欄に使用済み太陽電池モジュールであることの旨を明記して、処分業者

が適正に処理できるようにする。

▪ その他、委託契約時には、産業廃棄物の「性状に関する事項」、「取り扱う際に注意すべ

き事項」等の情報提供が必要であり、特に使用済み太陽電池モジュールに関しては、有

害物質（鉛、カドミウム、ヒ素、セレンなどを想定）の含有や溶出に関する情報提供を

求めることが想定される。

▪ 廃棄物処理業者は、処理の工程において、遮光を施し、ケーブルコネクター部分を絶縁処

理を行うなどして、感電防止に努め、さらに分解の上で破砕工程に移る際には、作業中の

粉じん等にも配慮する必要がある。

▪ なお、使用済み太陽光モジュールの排出事業者は、発電事業者自らが解体・撤去工事

を行った場合は発電事業者が、解体・撤去工事を他者が請け負った場合は直接請け

負った元請け業者が、生産過程で発生した不良品等についてはメーカーが、排出者となる

ことが一般的と考えられる。
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当社の現状の太陽電池モジュール廃棄の受入状況

▪ 現状で、計画的に継続して受け入れている状況にはない。主な排出事例は以下のとおり。

 鳥獣による投石などで、ガラス面にひびが入って交換されるもの

 製品として使用される予定がなくなって廃棄されるもの

 台風災害等によって廃棄されるもの

▪ 排出元としては、商社、設置業者、発電事業者（10ｋｗ以上）からの依頼を受けている。
（一般家庭からは受け入れていない。）

▪ 現状の状況に鑑みると、40枚～80枚（分解後のセルのみ）程度の処理が不定期で依頼され
ることになると考えられる。（状況により変化する）

以上、排出に関しては（一部大規模災害を除く）一般的に、パネルに変形等が生じたことによ
る交換が主ではないか。現在、ため池・山間部に設置していくケースが多く見られるため、台風災
害等での（変形・破損等）が生じれば、今後廃棄量は増加する可能性が考えられる。

現状では、前述のガイドラインに沿って各排出事業者から処理依頼があった場合、廃棄物データ
シート（WDS：Waste Data Sheet）に則って、記載事項及び重金属等の含有等データの添付
をいただいており、今後廃棄量が増えた場合にも、許可を持つ廃棄物処理業者に同様に依頼・
対応がなされると思われる。
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【事例紹介】排出される廃棄物の形態
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写真のとおり、解体・撤去されたパネル状の形態で処理委託を受け入れている。



搬入された太陽電池モジュールは、多く
の場合、分解された状態ではなく、荷
下ろし後に、さらに人や重機による分解
が必要な状態で搬入されるため、前処
理に時間と労力を要する。

コストアップ要因

【事例紹介】中間処理



【事例紹介】中間処理
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・アルミ枠は基本的に売却
写真のものはアルミ枠とセルの接着面にガラスが少量残っ
ているが、この程度ならば買取り先も見つかると思われる。
セルの小片がアルミ枠に残ってしまったときは手作業で引
きちぎることが必要になる。

・セルを傷つけずに処理することが難しそうなもの
セルを傷つけすぎると、重金属等が飛散する可能性があるため、
留意が必要になる。

・ガラスにひび割れがこったもの
一部ガラス粉が飛散することがあるが、大部分はセルに接着した
ままの状態。



最終処分場の紹介
＊最終処分場において適正に埋立処分を実施。
長期間にわたる維持管理コストが必要となるため、有害物質の含有や溶出等の観点から埋立廃棄物の確認を徹底する必要がある。



契約可否・搬入可否の判断 （参照）廃棄物情報の提供に関するガイドライン
https://www.env.go.jp/recycle/misc/wds/

• 契約前に、品目/組成/発生工程/数量/排出計画/分析結果/廃棄物の写真/サンプ
ル等の情報を入手し、受け入れの可否及び単価を検討する。

• 搬入時には、契約情報との整合性を確認する。

自社基準 MFの確認 記載事項 内容確認 受入開始

*計量：重量及び㎥の確認・MF（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）記載事項に不備がないか確認
*当社システムにより排出事業者の情報が確認できるか。

*手順書作成 *排出事業者
*住所
*担当者名
*捺印
*搬入車両
*乗務員氏名等

*産廃
*特管産廃
*建廃
*汚染土壌

*品目
*処分方法
*数量（単位）
*荷姿
*名称
*有害物質

*手順書運用



＜廃棄物情報の提供＞
• 長期間に渡る最終処分場の維持管理のため、有害物質の含有や溶出等の観点か

ら埋立廃棄物の確認を徹底する必要がある。
⇒契約時に、廃棄物処理業者に対して、廃棄物の性状（重金属等の含有や溶出等
の状況）等に関する情報は必ず提供いただきたい。

＜搬入廃棄物の確認＞
• 適正な埋立管理を担保するため、搬入された廃棄物と、事前の契約内容やマニフェ

スト記載内容との整合性を確認しており、管理型最終処分場であっても収集時の情
報を基に必要と判断した場合は展開検査を行う。（定期的な分析も不可欠）

⇒確認・検査の結果、整合性の不備や契約外廃棄物の混入がある場合には、返却等
を依頼することがある。（その際の費用は一般的には排出事業者の負担）

⇒形状（大きさ、中空、シート等）、混入物、粉塵発生、水処理施設への負荷など、
問題がある場合には、その都度、排出者に改善を依頼している。

適正な処理のために排出事業者にお願いしていること
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【事例紹介】廃棄物情報の提供

• 太陽光モジュールの型番情報の記載

• 廃棄物の組成・成分情報の記載

• 廃棄物の含有物質情報の記載



＜適切な処理業者の選定＞
• 使用済み太陽光モジュールが該当する品目の収集運搬許可を有する処理業者を選

定することが必要。
⇒加えて、太陽光を遮るなどの発電防止対策を講じて運搬できる処理業者であることが
求められる。

＜他の廃棄物との混合防止＞
• 使用済み太陽光モジュールの中間処理（分解・破砕等）後物の埋立に関しては、

セルの破砕状況に応じて、遮光を施し、他の可燃性廃棄物との混合は避ける必要が
ある。

⇒排出の過程から、他の廃棄物と混合しない措置が求められる。

適正な処理のために排出事業者にお願いしていること



• 契約数量、契約期間、搬入数量（製造メーカー単位）によって処理単価は異な
る。

• 通常の「金属くず」、「ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず」、「廃プラスチック
類」とも処理単価が異なり、区別した排出・処理が必要となる。

• 搬入される形態（枠・ガラス部分・セル・バックシートの分別の程度等）により処理
単価が異なる。

• 中間処理後の取扱いが、リサイクルであるか埋立処分であるかにより、必要となる中
間処理の方法やレベルは異なる。

• ガラスのリサイクルを進めるためには、再生資源としての需要開拓等の課題を今後
検討していくことが必要。

その他の処理費用等に関する実態


